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〔
・

戸r、

講演会講師 真 家和生教授 大妻同窓会新潟総会 H23.5.23 於  チ サンホテル

総
会
に
参
加
し
て
幸
せ

宣
（　

柄

　

佐

千

子

（昭
和
四
十
七
年
大
家
食
卒
）

卒
業
し
て
四
十
年
近
く
が
過
ぎ
去
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

第

一
回
新
潟
同
窓
会
に
参
加
し
、
そ
の

後
十
年
目
、
十
五
年
目
位
に
出
席
し
て
い

る
う
ち
に
先
輩
方
々
と
会
話
を
交
わ
す
よ

う
に
な
り
、
同
窓
会

っ
て
お
も
し
ろ
い
繋

が
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
時
代
や
生
活
環

境
の
違
う
人
達
の
集
ま
り
な
の
に
懐
か
し

く
、
学
生
時
代
の
想
い
出
を
楽
し
く
語
り

合
え
る

ク
不
思
議
な
空
間
ク
。

今
回
は
、
真
家
和
生
教
授
を
お
招
き
し

て
の
講
演
は
、
大
妻
コ
タ
カ
先
生
の

一
代

記
と
も
い
う
べ
き
お
話
で
し
た
。

コ
タ
カ
先
生
に
直
接
お
合

い
し
た
の
は

入
学
式
の
時
、
学
園
祭
の
時
、
校
内
を
車

椅
子
に
乗

っ
て
お
ら
れ
た
時
の
三
回
位
で

し
た
。
コ
タ
カ
先
生
の
書
か
れ
た
本
も
持

っ
て
お
り
幸
せ
な
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
と
有
難
く
嬉
し
く
思

っ
て
の
帰
路
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
に
出
席
し
て

土

田

雅

代

（昭
和
五
十
九
年
　
短
家
卒
）

総
会
に
出
席
さ
せ
て
頂

い
た
の
は
、

一十
数
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
子
育
て
や

総
会
に
思
う
こ
と

石

　

原
　

久

美

子

（昭
和
五
十
二
年
　
短
家
卒
）

今
回
は
二
十
数
年

ぶ
り

の
参
加

で
し

た
。
子
育
て
や
親
の
介
護
、
家
業
な
ど
多

忙
の
日
々
で
し
た
が
ゆ
と
り
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
久
々
に
古
巣
に
帰

っ

た
よ
う
な
安
堵
感
が
あ
り
学
生
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
皆
様
と
は
旧
知
の
友
達

の
よ
う
に
楽
し
く
語
り
、
笑

い
、
幸
せ
な

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
毎
日
で
ご
ざ

い
ま

す
が
、
久
し
ぶ
り
に
在
学
中
の
頃
を
思

い

出
し
、
と
て
も
懐
か
し
く
温
か
な
気
持
ち

に
な
れ
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
に
大
妻

コ
タ

カ
先
生
の

「
恥
を
知
れ
」
ス
テ
ッ
カ
ー
を

い
た
だ
く
等
、
会
で
の
ひ
と
時
は
大
変
な

ご
や
か
で
楽
し
く
来
年
も
ま
た
出
席
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
は
支
部
長
の
長
谷
川
さ
ん
に
総
会

参
加
の
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
り
、

他
県
に
い
る
同
級
生
の
息
子
さ
ん
が
、
新

潟
大
学
に
進
学
さ
れ
た
り
と
、
再
会
の
機

会
も
多
く
、
大
妻
と
の
深
い
御
縁
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
ご
活
躍
さ
れ
、
若
々
し
い
方
ば
か

り
で
な
ん
だ
か
と
て
も
う
れ
し
く
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
微
力
な
が

ら
、
会
の
為
に
何
か
し
ら
御
協
力
、
お
手

伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

趣
味
を
持
ち
続
け
る
こ
と

田

村

好

野

（昭
和
三
十
六
年
　
短
食
卒
）

今
総
会
は
何
年

ぶ
り

の
出
席

で
し
た

が
、
馴
染
み
の
顔
も
あ
り
、
近
況
な
ど
を

お
聞
き
し
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

私
は
、
村
田
芳
野
さ
ん
が
支
部
長
当
時

に
手
伝
わ
せ
て
も
ら

つ
た
関
係
で
村
田
さ

ん
は
私
の
作
品
展
に
い
つ
も
足
を
運
ん
で

激
励
し
て
く
だ
さ
り
有
難
く
思

っ
て
い
ま

す
。
又
東
京
で
の
作
品
展
に
は
、
同
級
生

達
が
会
場
に
来
て
く
れ
私
を
励
ま
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
私
は

「
革
工
芸
」
人
生
を

通
し
て
大
学
卒
の
皆
様
と
交
流
で
き
る
こ

と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

「
継
続
は
力
な

り
」
革
工
芸
と
い
う
趣
味
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
環
境
、
体
力
、
周
囲
の
人
達
の
協
力

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

大
学

に
在
籍
し
て
い
た
日
々
、
こ
こ
で

出
合
え
た
方

々
、
こ
の
良
き
ご
縁
を
宝
物

と

し

て

こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩

き

た

い

と
思

い
ま
す
。
進
学
さ
せ
て
く
れ
た
両
親

に
、
気
持
ち
よ
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
家

族
に
感
謝
し
、
次
回
の
総
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

役
員

の
方

々
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。
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青
葉
の
集
い
六
月
十
二
日

（日
）

一
般
財
団
法
人
大
妻

コ
タ
カ
記
念
会
の

青
葉
の
集
い
が
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
会
長
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、
記
念

会
館
が
竣
工
し
た
こ
と
の
ほ
か
、　
一
般
財

団
法
人
に
関
わ
る
諸
般
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
役
員
構
成
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
が
役
員
の
叡
智
を
結
集
し
、

「恕
の
心
」
で
記
念
会
を
ま
す
ま
す
発
展

さ
せ
て
行
き
た
い
と
の
力
強
い
お
言
葉
が

あ
り
、
新
生
法
人
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い

集

い
で
し
た
。

総
会
後
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
大
久
保
真
千
子

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
心
和
む
時

間
で
し
た
。

会
食
の
途
中
に
は
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
同
窓
会
代
表
の
方
々
か
ら

生
々
し
い
被
害
報
告
が
あ
り
胸
が
詰
ま

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
（長
谷
川
）

（関
連
記
事

『ふ
る
さ
と
６３
号
号

収究も収究る駅う1る収う1るαう1ん侠う1る家う々も駅う1る収う々る収う々る収究る収うqる収う1も収う々も駅う々ん軟

“
見学により大妻教育の真髄を知る

喜びを発見できるでしよう
"

生活科学資料館 大妻女子大学 博物館施設

○常 設 展 :2011年 5月 12日 (木)～ 12月 17日 (土)

2012年 1月 5日 (木)～ 1月 28日 (土)

(但し、会館は木 ・金 ・土曜日のみ、臨時会館日あり)

○企 画 展 :2011年 12月 17日 (土)ま で

○開館時間 :午前10時～午後 4時 まで。入場無料。

大妻女子大学図書館棟地下 1階  TEL03-5275-6025

収究る侠う1ん侠う1ん軟う1ん秋う々ん侠ズん秋う々ん秋う々ん収う々ん秋ズん軟う々ん軟う々ん侠う1ん秋うqん軟ぅ1ん軟

平成24年度 総会開催のご案内

日時 平 成24年 5月 13日(日)

受付 10時 30分～  開 会 11時

会場 チ サンホテル新潟

新潟市笹ロ プ ラーカ1

定期総会

講演会

講師 山 岸 健 先生
大妻女子大学名誉教授
慶應義塾大学名誉教授
社会学博士

演題 「未定」

懇談会

会費 6,000円   閉 会 15時

会員皆様には、4月初旬、ご案内いたします。
多数のご参加を心からお待ちしています。

科

『記

編 集 後 記

秋も深まり紅葉が風に舞う頃となりました。会報第1号をお届けいたします。

記念会が一般財団法人に新生したことを受けて、従来の支部だよりから会報に改めました。これを期に私た

ちもよりよい同窓会新潟の発展に少しでも寄与できるよう努めてまいりたいと思います。

今年は、日本がこれまでに経験したことの無い程の大きな震災に見舞われ、各地でいろいろな災害が発生し、

日本中が混乱しておりますが、一人一人が力を合わせて、希望と感謝、そして前を向いて歩む勇気が復興の道

につながることと思います。近況、ご意見感想などお気軽にお寄せください。 役員一同

会費納入のお願い

1年分の会費1,000円 (何年分でもどうぞ)

お忘れの方は、下記に振り込んでいただき

たくお願いします。

通信欄に下記事項を記入願います。

姓名 (十日姓も)・住所 ・卒業年 ・学部 ・

電話番号

なお、大妻コタカ記念会会員の方は

念会会員』と明記してください。
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発行者

大妻同窓会新潟

代表  長 谷川 道

人
曇
周
庖
谷
新
潟
谷
報

‐
特
別
号
　
お
知
ら
せ
旗
‥

公
益
法
人
制
皮
故
卒
と

一
般
財
回
法
人
大
晏
コ
タ
カ
記
念
会

こ
れ
ま
で
の
公
透

法

人
は
民
法

第

３４
各

の
も
と
で
故

ユ

さ
れ
た
継

田
法

人

又
は
財

回
法

人
を
指

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
時

代

の
変

化

ほ
か
、
に
よ
り
分

経

法

人
制

皮

☆

キ

門

建

の
ニ

つ
の
法

律

集

が

国

会

で
の
手

戦

を

経

て
、
子

嵐

‐８
年

５
月

に
汽

ュ

、
同

年

６
月

公
布

さ
れ
、
手

嵐

２０
年

‐２
月

に
施

行

さ
れ
ま
し
た
。

な

お
、
花

行

日

か
ら
５
年

間

は
移

行

期

間

と
さ
れ
、
先

来

の
公

益

法

人

は
、
■あ

期

間

内

に
は
率

を
手

先

さ
を
行

い
新

制

及

に
移

行

す

る
い」
と
に
を

り
ま
し
た
。

財

田
法

人
夫

隼

コ
タ

カ
記

念

会

は

一
般

財

団

法

人

を

理

択

し
、
内

閣

府

に
申

持

し
た
結

果

、
子
丸

郷
年

３
月

３０
日
付

で
認

可
を
受

け
、
同

年

４

月

１

日

ょ
り
「
一
般

財

回

法

人

大

芸

コ
タ

カ

記

念

会

」
に
移

行

し
ま

し

た
。
新

制

注

に
基

づ
く
最

初

の
会

長

に
は
井

上

小

百

谷

様

が
就

任

さ
れ
ま

し
た
。

井
上
小
百
な
会
長
　
宅
雄
昭
わ

二
十
二
年
生

人
禁
や
学
お
等
学
な
に
学
ぶ
。

泉
古
理
牟
大
学
理
学
部
応
用
数
学
科
卒
業
。

人
幸
中
学
お
等
学
粧
教
輸
・教
頭
と
し
て
勤
務
。

辛
嵐

二
十

二
年
二
月
退
職
。
子
汽
十
二
年
よ
り

大
卒
北
念
会
理
事
。

十
嵐

二
十

一
年
よ
り
刺
会
負
、

辛
Ａ

二
二
年
四
月
ょ
り
会
表
。

人
晏
コ
タ
カ
記
念
会
と

地
方
同
窓
会
の
関
わ
り

人

晏

コ
タ

カ

記

念

会

の
紅

戦

の
変

見

が

あ

り
、
従

来

の

「
寄

付
行

為

」
が
「
定

故

」
に
代

わ
り
ま
し
た
。

記

念

会

の
や

に
、
従

来

の
よ
う

に
二

部

れ

戦

を
も
つ
た
め

に
は
、
財

政

面

に
お
い
て
豊

館

決

算

処

理

を

し
を
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

つ
ま

り
、
み

支

部

の
会

計

を

す

べ
て
記

念

会

の
中

に
い
れ

て

一
本

化

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う

こ
と
で
す

。

し

か

し
、
いこ
れ

ま

で

は

こ，
の
よ

う

な

鷲

女

処

理

を

し

な

い

で
、
み

二

部

は
記

念

会

と
は

別

会

計

で
、
独

自

に
決

算

処

理

を

し
て
、
そ

の
結

果

を

記

念

会

や
二

部

会

員

に
報

告

じ
て
き

ま

し
た
。

新

制

左

移

行

後

も

先

未

の
や
り

方

を

変

見

せ
ず

に
、
し

か

も
、
わ」
れ

ま

で
の
よ

う

な

関

係

を

保

つ
た
め
に
、
〇

〇

支

部

で

な
く

地

方

同

窓

会

を

然

称

し

て
、
「
人

晏

地

方

向

窓

会

」
と

な

り

ま

し

た
。
み

地

方

の
円

悠

会

に

は

地

方

々

を

い
れ

て
、

「
人

芸

同

懲

会

新

潟

」
と
い

つ
よ
う

に
な

り
ま

し
た
。

ま

た
、
支

部

長

は

「
代

表

」
に
変

見

さ
れ
ま

し
た
。

人

隼

コ
タ

カ

た

念

合

併

が
克

成

し

ま

し

た
。
ク

ラ

ス
会

や

ミニ

集

合

に

利

用

で

き

ま

キン
。

■
伊
十
ヤ

〉

安関正面

人隼ヨタカ記念会ホームページ  http:〃 www.otsuma―kotaka.or.jp/
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才関エントランス

3階会議宣 2時会議宣

宅:凸カメラ健

記念祭犠会議宣使用案内

会議室は、2贈・3階合わせて5室(8人～24人)。2宣又は3室同時利用の場合は最夕人数50人。

使用料金は 1時 間600円～1,200円(8人～24人)。

料金は使用者全員が会員の場合、光熱策のゑ(20%)を納入。

料金は使用者の一部が会員の場合、料金の50%を鉛入。

辞約は記念会事務室にお問い谷わせください。 TEL 03-3265-7030

「お、るさと」がな 実にお手元に届くために

◎ 会安を納入しましょう。

① 喬根または大学入学時に10年分の容安を納入していただいています。会費坊れのお知らせは4月発行の

「お、るさと通信」に同対してお局けします。(辛嵐24年及より)

〇 年容安2000円 5年 容安10000円  何 年分でもどうぞ。

① 納入方法 振 拳 同 対の用れがない場合は坤促局の払基ネ扱黒をお使いください。
・会費口座振春拳号 00170-8-48936
・力入オ姥 「一般財回法人 大 鼻コタカ記念会」
・記入事項 ① 姓え(お、りがを、次姓の場合はlg姓も)

② 〒 塊 住所 電 話器号

③ 卒業年・月(年皮ではなく平成6年3月のように)・科・鯉

④ 生年月日(同姓同たが多いため)

⑤ 会員争号(完たの下の拳号、わかる方のゑで継鵜です)

この特Zll子は、井上記念会会長の子解を得て、子A23年 4月 5日 現在の記念会ホームベージ
及び『お、るさと陥63』他の資料に基づき長谷川が記試しました。
これからの人隼ョタカ記念会と地方向窓容の関わりなど、お知らせします。

大
晏
コ
タ
カ
記
念
会
館
元
嵐

雅

子
嵐

二
十
二
年
末
月
十

一
日
（
土
）
竣
工
披
露
式

，Ｈ

おれいのお花


